
護衛艦「ゆうぎり」艦上にて

質
問
す
る
な
ど
し
て
相
談
し
「
大
型
艦
の
艦
長
を
目
指

行
わ
れ
る
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
に
出
ら
れ
る
よ
う
、
日

の
連
携
を
継
続
し
、
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と

に
入
校
し
た
千
明　

新
（
ち
ぎ
ら　

あ
ら
た
）
学
生
の

千
明
学
生
は
、
講
義
や
学
生
舎
で
の
共
同
生
活
の
様

ま
た
、
２
学
年
以
降
の
進
路
に
つ
い
て
、
陸
海
空
自

す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

で
き
る
よ
う
募
集
活
動
に
励
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

夏休みに防大の千明学生が来所し近況を報告
衛
隊
の
選
択
を
先
輩
自
衛
官
で
あ
る
広
報
官
に
熱
心
に

子
を
報
告
し
、
儀
仗
隊
に
所
属
し
て
い
て
「
武
道
館
で

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
入
校
し
た
学
生
と

近
藤
１
空
尉)

は
、
８
月
２
日(

水)

、
防
衛
大
学
校

訪
問
を
受
け
た
。

々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
照
れ
な
が
ら
話
し
た
。

し
て
は
」
と
の
言
葉
に
「
艦
長
に
な
る
道
も
あ
る
の
で

も
に
、
千
明
君
の
よ
う
な
若
者
を
１
人
で
も
多
く
輩
出

ま
た
、
子
供
用
制
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
海
自

本
ま
つ
り
は
、
厚
木
市
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

「
夏
休
み
の
想
い
出
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

し
か
で
き
な
い
経
験
で
す
ね
。
や
っ
て
み
た
い
で
す
」

に
、
志
願
者
の
獲
得
に
繋
げ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

（
日
）
の
２
日
間
、
厚
木
中
央
公
園
に
て
開
催
さ
れ

官
募
集
相
談
員
、
隊
友
会
県
央
支
部
の
支
援
を
得
て
、

者
に
募
集
広
告
が
印
刷
さ
れ
た
う
ち
わ
５
０
０
本
、

訪
れ
、
広
報
官
が
撮
影
し
た
写
真
を
そ
の
場
で
プ
リ

が
自
身
の
部
隊
で
の
仕
事
内
容
や
職
場
で
の
エ
ピ
ソ

厚
木
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
に
積
極

「あつぎ鮎まつり」で広報官が自衛隊の魅力をＰＲ
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
２
０
０
枚
を
配
布
し
た
。

募
集
広
報
を
実
施
し
た
。

ン
ト
し
て
提
供
す
る
と
、
受
け
取
っ
た
家
族
連
れ
は

ー
ド
を
話
し
、
興
味
を
持
っ
た
若
者
は
「
自
衛
隊
で

的
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

岡
山
１
海
尉
）
は
、
８
月
５
日
（
土
）
及
び
６
日

た
「
第
７
１
回
あ
つ
ぎ
鮎
ま
つ
り
」
に
お
い
て
自
衛

約
５
８
万
５
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
訪
れ
た
若

制
服
を
試
着
し
て
写
真
撮
影
す
る
多
く
の
来
場
者
が

募
集
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
制
度
説
明
の
他
、
広
報
官

と
話
し
た
。
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１
等
海
佐

見
て
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
学
生
１
２
名
及
び
教
授
２
名
が
参

隊
員
食
堂
で
は
、
窓
の
外
に
は
、
護
衛
艦
３
隻
が
整
然

実
施
し
、
狭
い
艦
内
で
の
活
動
や
生
活
に
驚
い
て
い
た
が
、

と
し
て
い
る
。

研
修
で
充
実
し
た
楽
し
い
一
日
で
あ
っ
た
」「
今
ま
で
知

須
賀
基
地
に
お
い
て
青
山
学
院
大
学
ゼ
ミ
学
生
部
隊
研
修

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
訓
練
や
生
活
に
関
す
る

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
に
到
着
し
た
学
生
た
ち
は
、

防
衛
講
話
を
受
け
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
た

ね
」
と
感
激
し
て
い
た
。

多
く
の
質
問
か
ら
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

自
衛
隊
の
活
動
や
任
務
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

青山学院大学ゼミ学生横須賀基地研修を通じて理解を
初
め
て
見
る
護
衛
艦
や
作
業
な
ど
に
従
事
す
る
自
衛
官
を

不
安
等
を
払
拭
さ
せ
志
願
意
欲
の
向
上
を
目
的
に
初
め
て

と
好
評
で
あ
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
港
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
及
び
艦
艇
見
学
を

う
、
積
極
的
に
募
集
広
報
活
動
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」

研
修
終
了
後
、
各
学
生
か
ら
は
「
非
常
に
内
容
の
濃
い

山
野　

太
資
）
は
、
９
月
５
日
（
火
）、
海
上
自
衛
隊
横

を
支
援
し
た
。
本
研
修
は
、
安
全
保
障
問
題
や
自
衛
隊
を

加
し
た
。

研
修
で
は
、
午
前
中
、
防
衛
部
作
戦
総
括
幕
僚
に
よ
る

と
停
泊
し
「
と
て
も
眺
め
が
良
く
す
ば
ら
し
い
環
境
で
す

艦
内
の
装
備
、
任
務
の
重
要
性
な
ど
丁
寧
な
説
明
を
受
け
、

ら
な
か
っ
た
自
衛
隊
の
姿
を
体
感
で
き
興
味
を
持
っ
た
」

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
「
今
後
も
、
多
く
の
若
者
に

近況報告に訪れた防大の千明（ちぎら）学生

海自制服を試着してポーズを取る子供たち


